
力
が
不
可
能
に
な
り
、
結
果
と

し
て
離
島
・
へ
き
地
の
徳
洲
会

病
院
は
存
続
で
き
な
い
、
⑥
次

代
を
担
う
人
材
育
成
は
喫
緊
の

課
題
、
⑦
医
療
法
人
と
Ｍ
Ｓ
法

人
と
の
取
引
の
透
明
化
な
ど
、

⑧
グ
ル
ー
プ
執
行
体
制
の
見
直

し
、
⑨
前
理
事
長
直
轄
の
職
務

を
分
割
し
担
当
者
を
配
置
、
⑩

施
設
決
済
権
限
お
よ
び
本
部
へ

の
申
請
事
項
の
見
直
し
、
⑪
新

た
な
グ
ル
ー
プ
組
織
を
考
慮
し
、

本
部
の
人
員
強
化
、
⑫
ブ
ロ
ッ

ク
長
お
よ
び
部
会
長
の
見
直
し
、

⑬
前
理
事
長
と
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案

件
の
整
理
、
⑭
定
期
昇
格
に
つ

い
て
、
⑮
医
療
機
器
購
入
に
つ

い
て
、
⑯
本
部
申
請
中
の
採
用

申
請
に
つ
い
て
、
⑰
グ
ル
ー
プ

保
有
の
遊
休
資
産
の
適
正
処
理
、

⑱
経
営
対
策
に
つ
い
て
、
⑲
新

築
移
転
の
実
現
へ
安
定
的
な
経

営
基
盤
の
構
築
、
⑳
本
部
お
よ

び
Ｍ
Ｓ
法
人
、
新
グ
ル
ー
プ
体

制
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
本

部
が
集
約
、
㉑
徳
洲
会
は
挑
戦

者
と
し
て
の
気
構
え
を
も
ち
、

互
い
に
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
、
助
け
合

い
な
が
ら
、
最
高
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
を
地
域
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う

︱
。

謝
、
②
来
週
以
降
に
鈴
木
理
事

長
を
は
じ
め
幹
部
が
各
施
設
を

訪
問
し
、
今
回
の
騒
動
に
つ
い

て
職
員
へ
の
お
詫
び
を
計
画
、

③
一
切
の
違
法
な
選
挙
活
動
は

行
わ
な
い
、
④
「
生
命
だ
け
は

平
等
だ
」
の
理
念
継
承
が
最
重

要
、
⑤
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
内
部

が
一
枚
岩
（
助
け
合
い
体
制
）

で
な
け
れ
ば
、
医
療
支
援
（
医

師
な
ど
の
応
援
体
制
）、
金
融

機
関
な
ど
外
部
機
関
か
ら
の
協

念
を
継
承
し
、
次
世
代
に
引

き
継
い
で
も
ら
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
」。
ま
た
、
医

療
の
質
の
向
上
も
重
要
な
責

務
と
言
明
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、

21
項
目
に
お
よ
ぶ
「
周
知
・

徹
底
事
項
」
が
伝
達
さ
れ
た
。

そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

①
当
局
に
よ
る
捜
査
が
続
い
て

お
り
、
職
員
に
多
大
な
迷
惑
、

心
配
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
陳

「
生
命
だ
け
は
平
等
だ
」
の

理
念
継
承
の
意
義
を
強
く
訴

え
た
。「
な
ん
と
し
て
も
理

あ
り
方
が
、
今
の
社
会
と
大

き
な
か
い
離
を
見
せ
て
い
ま

す
。
今
後
、
取
引
の
透
明
化

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
」

と
、
非
営
利
法
人
の
ト
ッ
プ

と
し
て
Ｍ
Ｓ
法
人
に
運
営
面

な
ど
の
改
善
を
求
め
て
い
く

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。
さ
ら
に
、

10
月
30
日
に
開
か
れ
た
金
融

機
関
向
け
説
明
会
で
、
徳
洲

会
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
協
調

融
資
を
行
っ
て
い
る
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
団
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

の
一
枚
岩
を
堅
持
す
る
よ
う

に
強
く
求
め
ら
れ
た
こ
と
を

明
か
し
た
。

鈴
木
理
事
長
は
「
シ
団
は

徳
洲
会
の
個
々
の
病
院
に
融

資
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て

行
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
重

ね
て
グ
ル
ー
プ
結
束
の
重
要

性
を
説
い
た
。

最
後
に
、
理
事
長
と
し
て

医
師
対
策
や
経
営
対
策
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

討
議
し
た
。
東
北
と
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
に
出
席
し
た
鈴

木
理
事
長
は
所
信
表
明
を
行

っ
た
。
こ
の
な
か
で
今
回
の

騒
動
に
よ
り
心
を
痛
め
て
い

る
職
員
に
陳
謝
す
る
と
と
も

に
、
当
局
の
捜
査
に
引
き
続

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
２
日
に

北
海
道
、
東
北
、
関
西
、
離

島
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
、
４
日

に
関
東
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で

開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
立
地
す
る
病
院
の
幹

部
職
員
ら
が
集
ま
り
、
院
長

会
や
看
護
部
長
会
、
事
務
部

会
、
全
体
会
議
な
ど
を
開
き
、

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
11
月
２
日
と
４
日
、
10
月
度
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
ブ
ロ
ッ
ク
経
営
セ
ミ

ナ
ー
）
を
開
催
、
東
北
と
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
は
鈴
木
隆
夫
理
事
長
が
理
事
長
就
任
後
、
初

め
て
出
席
し
、
所
信
表
明
を
行
っ
た
。
こ
の
な
か
で
鈴
木
理
事
長
は
、「
今
回
の
騒
動
に
よ
り
、

心
を
痛
め
て
い
る
職
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
改
め
て
陳
謝
し
た
。

ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
一
切
の
違
法
な
選
挙
活
動
を
行
わ
な
い
、
医
療
法
人
と
メ
デ
ィ

カ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
Ｍ
Ｓ
）
法
人
と
の
取
引
の
透
明
化
、
執
行
部
体
制
の
見
直
し
な
ど
21
項
目
か

ら
な
る
周
知
・
連
絡
事
項
が
伝
達
さ
れ
た
。

き
協
力
し
て
い

く
旨
を
強
調
。

ま
た
、
一
切
の

違
法
な
組
織
的

選
挙
活
動
は
行

わ
な
い
こ
と
を

誓
っ
た
。

鈴
木
理
事
長

は
医
療
法
人
な

ど
非
営
利
法
人

と
Ｍ
Ｓ
法
人
な

ど
営
利
法
人
と

の
関
係
に
も
触

れ
、「
Ｍ
Ｓ
法

人
と
の
取
引
の

関東ブロック会議で所信表明する鈴木理事長

東北ブロック会議で周知・連絡事項を伝達する
篠崎伸明・専務理事

関西ブロック会議の全体会議の様子

両
法
人
の
臨
時
理
事
会
の

冒
頭
、
徳
田
虎
雄
理
事
長
は

退
任
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
徳

田
理
事
長
は
当
局
に
よ
る
捜

査
や
、
こ
れ
に
端
を
発
し
た

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
混
乱

の
責
任
を
取
り
、
理
事
長
職

を
退
任
す
る
旨
を
明
言
。「
理

事
の
皆
様
や
職
員
、
家
族
の

皆
様
に
大
変
な
ご
迷
惑
と
ご

心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ

と
を
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
」
と
陳
謝
し
た
。

ま
た
、徳
田
理
事
長
は「
私

利
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
た

だ
ひ
た
す
ら
に
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
助
け
ら
れ
る
命
を

助
け
た
い
と
い
う
思
い
に
駆

ら
れ
、
全
力
疾
走
し
て
き
ま

し
た
」
と
、
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
る
と
同
時
に
、
自
ら
の

信
念
を
説
い
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
新
理

事
長
の
下
で
、
難
局
を
乗
り

き
り
、
徳
洲
会
の
理
念
が
医

療
・
介
護
・
福
祉
に
か
か
わ

る
す
べ
て
の
人
々
の
心
の
拠

り
所
と
な
る
よ
う
な
組
織
づ

く
り
に
邁ま

い
し
ん進

し
、
徳
洲
会
グ

ル
ー
プ
が
さ
ら
に
発
展
す
る

こ
と
を
切
望
し
た
。

最
後
に
「
こ
の
40
年
、
私

は
幸
せ
で
し
た
。
理
事
長
と

し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
あ
り
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
仕
事
が
で

き
た
こ
と
は
、
人
生
最
高
の

誇
り
で
す
。
今
日
、
私
の
心

と
理
想
は
皆
さ
ん
に
引
き
継

が
れ
ま
す
」
と
、
挨
拶
を
締

め
く
く
っ
た
。

こ
の
後
、
両
法
人
の
臨
時

理
事
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
理

事
長
の
選
任
に
あ
た
っ
た
。

木
下
会
、
静
仁
会
と
も
に
安

富
祖
久
明
理
事
の
推
薦
を
受

け
る
形
で
鈴
木
理
事
が
候
補

者
と
な
っ
た
。
他
に
候
補
者

が
出
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

所信表明する鈴木・新理事長（左）。奥右から２人目
は徳田・前理事長（医療法人静仁会臨時理事会）

鈴
木
理
事
に
対
す
る
信
任
投

票
と
な
り
、
全
会
一
致
で
新

理
事
長
に
鈴
木
理
事
を
選
任

し
た
。

鈴
木
・
新
理
事
長
は
所
信

表
明
で
、「
理
事
長
と
し
て

の
仕
事
の
な
か
で
『
生
命
だ

け
は
平
等
だ
』
の
理
念
の
継

承
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

『
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
が
最
善
の
医
療
を
受

け
ら
れ
る
社
会
』
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
」
と
宣
言
し
た
。

両
法
人
の
臨
時
理
事
会
終

了
後
、
徳
田
・
前
理
事
長
は

一
部
幹
部
に
対
し
、
両
法
人

の
理
事
も
退
任
す
る
意
向
を

表
明
し
た
。

社
会
医
療
法
人
木
下
会
と
医

療
法
人
静
仁
会
は
11
月
３
日
、

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
（
神
奈

川
県
）
で
そ
れ
ぞ
れ
臨
時
理

事
会
を
開
催
し
、
新
理
事
長

に
鈴
木
隆
夫
理
事
を
全
会
一

致
で
選
任
し
た
。
所
信
表
明

の
な
か
で
鈴
木
・
新
理
事
長

は
「『
生
命
だ
け
は
平
等
だ
』

の
理
念
の
継
承
が
も
っ
と
も

重
要
で
す
」
と
強
調
し
た
。

「助け合い体制の堅持を」
徳洲会が各ブロック会議開催

21の周知・連絡事項を伝達

⑦
⑧
⑨
⑩
⑫
は
、
開
催
予

定
の
11
月
度
の
徳
洲
会
医
療

経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
で
、
具

体
策
の
提
示
や
協
議
を
行
う

方
針
。
周
知
・
連
絡
事
項
な

ど
に
対
し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
全
体
会
議
で
は
活
発
な

質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

当院が立地する山形県新庄市は全国有数の豪雪
地帯で、冬は除雪をしなければ１日が始まりません。
京都育ちの私は、ここに来て初めて雪が途方もなく
硬く重いものだと知りました。駐車場の除雪作業は
未明から始まり、日勤者が帰る夕方も除雪をしない
と車が出せないことも。道路には数メートルのそそ
り立つ雪の壁が、駐車場の周りにも雪山ができます。
そのぶん春の訪れは感動的で、緑の草が芽吹き、
色とりどりの花がいっせいに咲き乱れ、梅と桜も一
緒に花開きます。
当院に着任して10年目になりますが、いまだに方

言には苦労し、通訳がいることが珍しくありません。
近隣では語尾が「じゅ」であったり、「ズ」であったり、
「にゃ〜」であったり。日本で一番短い会話は、「け」、

「く」です。「け」は「食え」、
「く」は「食う」、つまり「食
べませんか」、「はい、食
べます」という意味。寒
冷地では、口を大きく開
けずにしゃべるのが原則
なのです。真っ白な雪に包まれる新庄病院

寒冷地ならではの驚き

第 5 回

笹壁弘嗣
新庄徳洲会病院院長木

下
会
と
静
仁
会
が
臨
時
理
事
会

理
念
の
継
承
が
最
重
要

鈴木隆夫
新理事長

徳 洲 新 聞徳 洲 新 聞 生
い の ち

命だけは平等だ

月 曜 日11月 11日

直　言
老舗となった病院は１００年先を読む
住民参加・住民監視・住民管理が基本
最初に井戸を掘った人の苦労を忘れずに

❷ ゼリー食提供開始・きめ細かい食形態を提供／市の防災訓
練に参加・多機関・団体と協力

❸ 在宅患者さんの嚥下障害・病診連携などで改善／日本人初
の優秀演題に・国際学会ＤＥＭに参加／グループホームあん
しん・新築移転で地鎮祭／集団事故対応で訓練

❹ 埼玉医療生協組合設立と羽生総合病院開院 30 周年・記念
セレモニー／老健「戸田徳洲苑（仮称）」・桜の名所で地鎮祭
／亀山・徳洲会体操クラブ選手・鎌倉市と仙台市が表彰
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